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今年度のヨルダン本邦研修の深い学びが進んだ一場面 

福井大学総合教職開発本部 国際教職開発部 ヨルダン本邦研修担当 

福井大学連合教職大学院 教授 

    清川 亨 

「そんなの無理。時間かけて百回話したって伝わ

らないよ」。昨年度のヨルダン本邦研修で「省察する

ことの意味を話していただけませんか」と柳澤元研

究科長に依頼した時に間髪入れず返ってきた言葉で

ある。結局のところ、「30 分ね」ということで受け

ていただいたのだが、同時に、「研修中、毎日のよう

に『今、省察が進んでいるね』と研修員に意識させる

ことだよ」とのアドバイスをいただいた。 

受託事業「ヨルダン国学習環境改善を通じた初等

教育退学抑止プロジェクト」の一員として、私は現地

でパイロット校の校長先生や教育省のスタッフの研

修や支援を担当している。その関係で、教育省の局長

やスーパーバイザー（人事管理面も行う視学官）を研

修員とした本邦研修を本学で受け入れていただいて

いる。 

2 回目となる今回の本邦研修は令和 5 年 10 月 30

日（月）から 11 月 10 日（金）までの期間で行われ

た。もちろん、省察が進んでいると研修員に意識させ

ることを日々貫こうと考え、研修中毎日それを意識

したが、一方でプログラムを組むにあたり学校訪問

では低学年の算数の授業見学と授業研究会を体験し

てもらおうと考えていた。低学年算数としたのはヨ

ルダンでは現地の授業の現状を踏まえ、低学年の教

員を対象に構造的板書法やノートテイキングなどに

ついて、アラビア語で行われていても我々でも分か

りやすい算数や理科を具体例として研修を行ってい

るからである。 

今回訪問した小学校は、訪問順に福井市社北小学

校、本学附属義務教育学校、福井市木田小学校で、そ

れぞれの校長先生との事前打ち合わせで 2 年生の算

数は九九の時期だと知った。私がヨルダンで九九の

授業を見た経験から、「では可能なら 2年生算数で」

とお願いしたこともあり、結果的に３校ともが 2 年

生の九九の授業参観となった。私は違う学年、教科、

内容を参観したいとの声が研修員から出ることは容

易に想像できたが、あえてそのままにしておいた。 

社北小学校では、5 つのチョコが入った箱が 3 箱

あり、図を用いながら、教師からの１つ分の数が何に

なるのかの助言を受けながら考えた式を児童が互い

説明する中で、１つ分の数が後に書いてあっても、か

け算はいつも「１つ分の数」×「いくつ分」で計算す

ることを学ぶ授業展開であった。 

附属義務教育学校では、「また九九なの？」の声と 
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表情があったが、私は研修員の様子がどうなるかを

楽しみにしながら授業参観に向かった。授業は配ら

れた「５×○ マスターシート」に従い、児童がそれ

ぞれに思いついたものを絵で表し、それを５つごと

にまとめた図にして、掛け算の式とそれを足し算で

表しながらシートを埋めていく、という授業展開で

あった。 

木田小学校では案の定「ええ！また九九！？」「違

うのを見たい！！」と中には驚きの声を上げ、理解で

きないと苛立つような表情さえ見せる研修員もいた。

授業は普段どおりでとお願いし、展開も 3 校ともに

お任せにしていたので一抹の不安はあったが、まあ

何とかなるだろう、ヨルダン研修員の授業参観中の

反応を見ながら授業研究会の持ち方を考えようと思

い、授業参観に向かった。授業のめあては「かけ算の

もんだいをつくって はっぴょうしよう」で、児童は

①掛け算の式をかく、②式にあった場面を絵で表す、

③問題を書く、の流れで問題を作り、ペアで問題を出

し合い、その後ペアを代えて問題を出し合うという

授業展開であった。授業最初はうんざり顔だった研

修員は、徐々に授業に引き込まれ、授業後の研究会会

場に向かう研修員は興奮したように互いに何かを語

っていた。 

授業研究会では、「キヨが 3 回九九の授業を見せ

た理由が分かった」「ヨルダンでは九九は教科書を教

えるどの授業も同じような展開なのに、日本ではそ

れぞれに違うやり方で、児童が主体的に取り組み、か

け算の理解を深めるようにしている」「どうするとこ

うなるのか」などの発言をしながら、各自がヨルダン

の教育の今後のあり方や取組みについて思いを深め

ていると感じた。 

もちろんこの場面に至るには、昨年言われたとお

り、「今、省察が進んだね」「皆さんは毎日省察と実

践のスパイラルループを回しているね」と言い続け

たことと、間がそれぞれ数日空いた授業参観で、3人

の先生がともに児童が主語の素晴らしい授業を展開

したことにあると感じている。また、省察を進め、学

びが深まるためには、メタ認知の場面を何度もつく

ることと、立ち止まって考える時間をつくることが

大事なのだと何度も感じた今回の本邦研修であった。 

もう少し詳しい報告はまた別の機会でさせていた

だくとして、改めてここにヨルダン本邦研修に関わ

ってくださった方々、我々が研修に当たることでご

迷惑をおかけした方々に感謝を申し上げ、駆け足の

振り返りを閉じたいと思います。皆さまありがとう

ございました。 

 

  



福井大学大学院福井大学・奈良女子大学・岐阜聖徳学園大学連合教職開発研究科 

The Challenge for Distributed Communities of Practice and Reflection 3 

 

 
 

「長期インターンシップ」と「週間カンファレンス」を振り返って  
授業研究・教職専門性開発コース１年/福井県立高志高等学校 

   村橋 達也
私は今，福井県立高志高等学校の協力の元，長期イ

ンターンシップを行なっている。この学校の特徴と

して，次の２点を挙げる。 

第１に，県立学校で唯一の併設型中高一貫教育校

である。平成２７年度に，県立高志中学校が併設され

たことで，高志中学校から進学した生徒と他の中学

校から入学した生徒が，学習，部活動，学校行事等で

切磋琢磨しながら高校生活を過ごしている中，私は

インターンシップ生として，こうした生徒らの様子

を見とる機会がある。このことは，中等教育に携わる

人間，つまり，中学校ならびに高等学校の教員免許状

取得を目指すひとりの教師として，大きなメリット

だと言える。有難い話，私は高志高等学校に加えて，

高志中学校のご理解とご協力もあり，中学校での授

業の様子や学校行事も，自由に参観させていただけ

ていることで得られた学びや気づきも非常に多い。 

第２に，いわゆる「大学進学校」である。例えば，

令和５年度の場合，３年生においては４月２９日，３

０日の第１回県模試から始まり，１２月９日，１０日

の大学入学共通テストプレテストまで，１３回の模

擬試験が行なわれる予定である。大学入試を経験し

たことがない私にとって，その回数の多さに衝撃を

受けた（高等学校として，この回数が多いのか少ない

のかは図りかねるが…）。また，数学の授業に限って

いえば，単元あたりの時間として，そのスピード感に

圧倒された。このスピード感は，決して授業が適当だ

というわけではなく，生徒の習熟度を適切に見極め

た教師集団によって完璧に調整された，端的な講義

と豊富な演習によるものだと考える。要点を適切に

押さえた簡潔な講義においては，生徒自らが自分な

りに理解することが求められる。その中で，自然と生

徒自身が思考する瞬間が生まれることは，授業にス

ピード感を持たせるために不可欠な要素だと感じる。

また，多種多様な演習によって，生徒が問題慣れする

ことは，思考のバリエーションと発想の俊敏性を高

める点において，一定の効果をもたらしていると思

われる。この気づきは，高志高等学校だからこそ得ら

れたものだと振り返る。 

こうした「個」として獲得した学びを同輩ら「集団」

に共有するとともに，その学びを深め広げる場が，

「週間カンファレンス」だと認識している。週間カン

ファレンスの在り方については，編成や運営，あるい

は，大学院科目としての単位等，色々と思うところが

ある。これは，それぞれが違った角度や視点，期間や

環境を以て獲得する，多種多様で千変万化な学びに

よるものであることは間違いない。「個」の学びは，

それぞれの人間性や生い立ち，価値観によって「思惑」

へと変化する。この「思惑」がぶつけ合う，ぶつかり

合わせることで「集団」を形成しようとすることが

「週間カンファレンス」の在り方である以上，仕方が

ないだろう（もしくは，「思惑」の衝突が「週間カン

ファレンス」の在り方を決定づけた要因かもしれな

いが…）。だが，少なくとも「週間カンファレンス」

が存在している以上，有効活用すべきであることは

間違いない。私は「個」を「集団」と結びつけるため

に，「私にはどんなことができるか」「私はどうあれ

ばいいか」模索し続けてきた。これは，これからも変

わらないだろう。いつも ボーッとしている私だが，

あくびでんじはで起点作成でもしようかな。 

 

 インターンシップ・週間カンファレンス報告 
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試行錯誤中 
授業研究・教職専門性開発コース１年/福井大学教育学部附属特別支援学校 

   村上 瑠菜
４月からインターンシップが始まり、私は附属特

別支援学校の中学部３組に配属された。学部時代に

は、小学部で教育実習や個別学習に取り組んだこと

はあったが、中学部は初めてだった。私は初日から足

を怪我したため、松葉杖で学校へ行っていた。どのよ

うに子どもたちと係わっていこうか不安な中、イン

ターンシップが始まった。 

行動制限のある中だったが、私は子どもと話をし

たり、自分ができる範囲を子どもたちに伝えたりし

ていた。子どもたちは私ができる遊びを提案してく

れたり、ドアをさりげなく開けてくれたりと私とど

のように接したらいいのか、考えて関わる機会にな

っていたのではないかと振り返って感じる。 

先生方の授業に入りながら、授業づくりについて

学んでいる。１つ１つの授業は単独になっておらず、

他の授業にもつながりがあり、子どもたちが見通し

を持って活動に取り組んでいる姿を目の当たりにし

ている。それは先生方の教材研究やカリキュラムマ

ネジメントがあってのことだと学んだ。１つの授業

であったとしても、様々な要素を含んでおり、別の活

動に見えてもどのように他の活動がつながっていく

のか先生方が見通していた。私も先生方の授業づく

りに参加していきながら、学びを深めていきたい。 

インターンシップでは、中学部の１人の生徒Ｓさ

んと個別学習を行っている。４月から６月はクラス

の子みんなの個別学習を行っていたが、その中で Sさ

んのことばや数の世界はどんなものだろうかと気に

なり、取り組むことになった。これまで行って感じた

ことは、教材づくりの難しさや自分で答えを確認で

きることの大切である。まず、教材を作る前に、Ｓさ

んが好きなものを探っていくこととした。折り紙で

作ったものを見せてみたものの、Ｓさんにとっては

身近なものや特に好きなものではなかったことから、

怖い、嫌だというように拒否された。休憩時間に探っ

てみると、アリエルやプリキュアが好きなことが分

かったため、これらのキャラクターを使って教材を

作っていくことにした。 

前期に何度か実践したみたもののＳさんにとって

難しい課題になってしまったり、私の想定している

ことが少なかったりしたことから、私は目の前で起

きていることに対してうろたえ、Ｓさんにとっても、

どうなったらいいのか分からない状態となった。ま

た、合っているのか間違っているのかを私が判断し

ているところがあった。教える―教えられるという

関係になってしまっていた。さらにキャラクターに

気を取られすぎて、数の学習という視点で見ると、よ

くわからないことが多かった。課題設定やどうなる

といいのか、また教材を毎回作り変えていたことが、

Ｓさんの混乱をまねき、取り組むことにハードルが

生じてしまったと考える。 

後期に入ってからも何度か実践をしている。よう

やく手続きが定まったことや好きなキャラクターの

シールがあるかどうかで正解なのかをＳさんが自分

で確認できるようになった。そして。キャラクターを

前面に出さないようにしたことで、目の前の課題に

取り組みやすくなったのではないかと考える。 

まだＳさんの実態はつかみきれていない状態では

あるが、少しずつ、実践を積み重ねていきながら、Ｓ

さんの世界を知っていきたい。 

 

 

 



福井大学大学院福井大学・奈良女子大学・岐阜聖徳学園大学連合教職開発研究科 

The Challenge for Distributed Communities of Practice and Reflection 5 

問題に直面し続ける実践 

授業研究・教職専門性開発コース１年/福井県立丸岡高等学校  杉本 彩綺 

私は、小さな頃から理科に触れてきた。その中でも

動植物がとても好きで、そのため、理科の中でも生物

を専門とし、生物の楽しさを伝えられるような授業

ができるようになりたいと思い、4月に期待しながら

入学した。前期の間は多くの授業の見学をさせてい

ただき、先生方の技術を見て学び、自分が作っていく

授業の考えを膨らませていた。そして現在、高校で専

門の授業を作ることの難しさに直面する日々を過ご

している。 

後期からは 2 つの授業を実践させていただいてい

る。一つ目は、生物の実験を行う授業である。この授

業は 4 月にメンターの先生から提案を受けた授業で

あった。主に担当として見ている 3 年生のクラスに

生物を身近に感じられるような実験の授業をすると

いうものであった。私は工学部出身であったことも

あり、授業実践は片手で数えられるほどしか経験し

たことがない。もちろん実験の授業は 1 度もしたこ

とがなかった。授業の計画段階でも、どんな授業がで

きるかの楽しみより、どうすればいいのか分からな

い漠然とした不安が大きく、なかなか計画を立てる

ことができなかった。特に、「実験と理論をつなげる

こと」については考えさせられた。メンターの先生か

ら実験の導入で生物の内容とつなげた理論を説明し

て欲しいと言われ、私なりに理論と実験をつなげて

授業を行った。実験の内容が工学部時代に研究室で

行っていた「菌」にしていたため、私の中で実験と理

論はつながりがあった。しかし、理論と実験をつなげ

て説明しても生徒たちの中で知識とつながり、理解

に変わったように感じることはできなかった。授業

の流れを知り、内容を作った私が話す理論は、素晴ら

しさの伝わらない芸術作品のようなもので、どれだ

け私が試行錯誤して一生懸命作り上げそれを説明し

たとしても、生徒自身が考えようとしない限りは「よ

く分からない」と思うだけである。理論は経験や結果

から生徒自身で見いだすべきものであると身をもっ

て感じることとなった。また、今回行った生物の実験

は結果が出るまでに時間がかかり、かつ生物を取り

扱うため結果が思ったものと大きく違うものとなり、

予想していた授業の方針と生徒の興味関心が大きく

ずれることも起きた。生物の実験は理科の他の科目

と比べより身近に感じやすいが、実験を行うことは

とても難しいと感じた。 

もう一つの実践は、生物基礎の 4回の授業である。

血管、腎臓、肝臓など体内環境を維持する役割につい

ての範囲で授業を行っている。この授業は、夏休み中

に提案され急遽計画した授業であった。そのため、

「知識詰め込みの授業はしたくないな。範囲は決ま

っているし、知識を詰め込むのではなく自分がやり

たかった実生活に活かせる生徒主体の活動的な授業

をしよう。」と安易に計画をしてしまった。はじめは、

ある題材を挙げ、それについてタブレットを使った

調べ学習を行った。授業を見た様子では生徒が興味

を持って調べてくれることが多く、学びにつながっ

ているように思えてしまった。そのため、次の授業も

違う題材で同様に授業を行うことにした。こちらも

生徒の学びになっているように思えた。しかし、この

授業後に授業で用いたワークシートを回収して確認

した時に、学んでいるにしては違和感のあるものが

多かった。そして多くの生徒が、調べ学習の答えを自

分で理解し「考え直して書く」のではなく、見つけた

それらしい答えを「写している」だけであることに気

づいた。この授業で初めて、見た目だけの活動のある

授業と、本当の活動の中の学びは別であり、「活動あ

って、学びなしの授業」をしてしまっていたと思い知

らされることとなった。 

また、どちらの授業でも「ワークシートによる評価」

を取り入れているのだが、これが難題である。実験の

授業では実験方法が論理的か、考察が深く考えられ

ているかをまるばつで評価するのだが、実際に評価

をしてみるとこの基準がなんとも言えず曖昧であっ

た。「できているかと言われれば微妙にできていない
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気がするけど、ばつかと言われればそれはちがうし

…」という生徒が多く出てきてしまった。今回はメン

ターの先生との打ち合わせでこの評価方法でとなっ

ているためどうにか評価しているが、評価基準を明

確に説明することには自信がない。生物基礎の授業

では、現在はどこをどう評価するのか右往左往して

いる状況である。ワークシートは結果として見やす

いため主体性などを評価しやすいと言う話を聞いた

ことがあったが、実際に評価してみて評価のできる

ワークシートを作る必要性とその難しさに気づかさ

れ、自分の考えの浅さに現在苦しめられている。 

実践が始まり多くの問題に直面する一方で、その

答えがはっきり見つかっていない状況である。金曜

カンファレンスや合同カンファレンス、研究集会な

どで多くの考えを取り入れ、その中で今の自分にで

きる最善の答えを考え続けていきたい。 

 

 

 

1 年半を経て 
授業研究・教職専門性開発コース２年/福井大学教育学部附属義務教育学校後期課程 

多田 朋生 
大学院１年の時に丸岡南中学校でインターンシッ

プを１年間行い、大学院２年の時に附属義務教育学

校でインターンシップを行って半年が経った。大学

院に入学してから 1 年半インターンシップで学校に

行ったということになる。 

大学院１年時では、インターンシップを通して自

分自身の何が成長しているのか分からなかったとい

うことを良く覚えている。子ども達は４月～３月に

かけて、行動や言動が変わってきたことは良く分か

ったのだが、自分自身はこのインターンシップを通

して何を学んで、それがどのように自分自身に活か

されているのか、全くと言っていいほど分からずイ

ンターンシップに何のために行っているのだろうと

常に感じていた。そしてそのまま１年間が終わって

いった。 

大学院 2 年次になって、丸岡南中学校から福井大

学教育学部附属義務教育学校後期課程へとインター

ンシップ先が変わった。附属義務教育学校で非常勤

講師兼インターンシップとして働くことになったと

いうのが主な理由である。附属義務教育学校での生

活が始まって、ふとした時に去年の丸岡南中学校で

のインターンシップでの経験を思い出すようになっ

た。特に理科の授業をしている時や、授業を考えてい

る時に自らの経験を思い出すということが多かった。

何故このように去年のことを思い出すことができた

のかなと考えると、それだけインターンシップで授

業を見たり、生徒のことを見たりしていたのだろう

という結論に至った。 

自分が何を学んでいたのかというのは、すぐには

分からないものなのかもしれないと今は考えるよう

になった。私はすぐに結果を求めるタイプの人間で

ある。成果が出なければ、意味がなかったのかもしれ

ないなあと、短期間で物事を考えがちである。正直な

所、今もその考え方を捨てきれていない所はあると

自分自身で自覚している。インターンシップを長期

的に行く意味について、初めは生徒の成長を、１年間

を通して見るためなのだろうなと漠然と考えていた

が、自分自身がいろいろな経験を学生の内から行い、

大学院を卒業して学校現場に出たときに大学院での

経験を基にして頑張っていくために必要なのだろう

と考えるようになった。 

インターンシップを通していろいろなことを学ん

でいたということに気が付いたのは自分としても良

かったことだと思う。ただ、一人で学んでいたわけで

はなく、インターンシップ先の学校の生徒や先生方、

大学の同級生、教授など様々な人達の助けがあった
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からこそだということは忘れないようにしていきた

いと思う。またこれからも多くの人と協力しながら

多くのことを学んでいくことを楽しみにしていきた

い。 

インターンシップを通して 1 年半が経ち、こうし

て文章に書いてみると、1年半で自分自身が成長して

きたのかなと感じることができる。大学院卒業まで

あと半年、少しでもいろんな経験をして、来年度活か

すことができるように自分自身を成長させていきた

い。 

 

 

 

 

 

10 月カンファレンスを終えて 
ミドルリーダー養成コース１年/福井県立若狭高等学校   澤田 更紗

教職大学院に入学し、早くも半年以上が経った。月

間カンファレンスや、ラウンドテーブル、夏季集中講

座などを通して、さまざまな立場の方々とお会いし、

その取り組みについてお聞きしたり、自分の取り組

みについて話したりする機会となっている。毎回、さ

まざまな取り組みをお聞きして感心するだけでなく、

自分と異なる立場からの視点を知ることができ、こ

れまで以上に日々の取り組みについて考えることが

できる。10 月の月間カンファレンスは私にとって久

しぶりの対面で参加するカンファレンスであり、実

際にいろいろなお話をお聞きできるのを楽しみにし

ながら会場へ向かった。 

このカンファレンスでは、オリエンテーリングと

して鈴木先生から、藤島高校のすずかけ AGORA の取

り組みについての実践発表をお聞きした。学校内で

コミュニティを作っていく取り組みであり、小さな

コミュニティがどんどん大きくなっていき、成熟し

ていく様子をお聞きすることができた。 

午前中のグループセッションでは、鈴木先生の発

表を基に対話を行った。このグループには、留学生の

先生や、現在インターンを行っている先生、ファシリ

テーションの富永先生と William 先生という、立場

が異なる先生方がいらっしゃるのがとても楽しかっ

た。発表の話から、同僚の先生といかに関わっていく

かということについて話したが、それぞれの立場か

ら見えているものが異なることがわかった。中でも

印象的だったのが、グアテマラでは training 

teacher と呼ばれるインターンのような先生がおり、

その人達に対して「How did you feel?」と彼らの「気

持ち」や「感情」を聞くということである。実践を行

ったときに、自分の考えについて聞かれることや、相

手に対しても「なんでそれをしようと思ったか」とい

う理由聞くことはあっても、お互いの気持ちを聞く

場面はあまりない。相手を尊重するためには、相手の

考えだけでなく、相手が何を感じているかについて

も聞きながら、一緒に考えていくことで良い教師同

士のコミュニティを作ることができるのではないか

という学びになった。私自身、今年度から同じ学年の

教科を担当する先生方が、新採用や講師の先生が多

く、そういった先生方とどのように協働するかとい

うことに難しさも感じていた。同じコミュニティに

いると、見えなくなってしまうものがある中で、新た

にそのコミュニティに参加した人から新しい視点を

学ぶという気持ちを持ち続けることの大切さ、新た

にコミュニティに参加した人たちがいかに働きやす

い環境を作るかは、他者を尊重することであるとい

うことを改めて実感した。 

 ミドルリーダー/マネジメントコースだより 
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午後のグループセッションでは、ストレートマス

ターの先生方と、自分のこれまでの実践についてお

話した。評価についての話では、観点別評価をどのよ

うに考えるか、私たちが行っている評価が本当に生

徒にとって意味のあるものになっているかどうかに

ついて対話を行った。観点別評価については、昨年度

から考えていることもあり、どのように評価するこ

とで生徒の学びを支えられるかについて改めて考え

ることができた。日々の業務に追われ、評価について

もじっくりと考える時間がなかなか取れないため、

これまでの評価について考え直しができた。また、も

う一人の先生からは、理科の授業での取り組みにつ

いてお聞きした。生徒が面白いと思う授業について

日々考えながら実践をされているところが印象的だ

った。 

毎回、月間カンファレンスに参加して考えること

に、自分が行っていることを伝えることの難しさと

いうことがある。これまでの取り組みにどのような

意味があるのか、自分が何を考えてその取り組みを

行ってきたのかについて、振り返りながら話すこと

で、見えてくることもあれば、もっとこう伝えればよ

かったと思うこともたくさんある。また、こうして月

間カンファレンスに参加することで、実践だけでな

く理論も必要であるということを実感する。 

今後もカンファレンスで得られる新たな視点を活

かしながら、自分自身の取り組みの意義をより明確

にしていきたい。教職大学院での残りの時間も、自分

自身が何を考え、感じているかを日々問いながら実

践を行い、それを振り返り、価値づけていくことで、

理論と実践の往還を実現していきたい。 

 

 

組織・コミュニティにおける自己を捉える 
ミドルリーダー養成コース１年/奈良女子大学附属幼稚園   宍戸 佳央理 

定期的に実施される教職大学院のカンファレンス

において、学ぶ仲間と集い、様々な立場やキャリアを

こえて対話し、省察する機会をいただけることは、慌

ただしく過ごす日々から少し立ち止まり、自らの実

践、そして自分自身を見つめ直す貴重な時間になっ

ている。 

また大学院で様々な文献や書籍、先輩方の長期実

践報告を読ませていただくことで、現在の実践や自

身の立ち位置を異なる視点から、異なる言葉で捉え

直し、前へ進む力をいただいている。 

学びの過程を振り返ると、これまでは、実践を通し

て、他者と対話し、互いに問いをもちながら、意味を

見出していくことに面白さを感じていた。最近は、そ

れらに加え、組織やコミュニティについて考える機

会が増えていることに気が付く。組織における自分

の役割は何かを考え、コミュニティ形成のあり方を

模索する姿勢は、自らの実践とその周辺を捉えるこ

とが多かったこれまでから、変容しているのかもし

れない。しかし、視野が広くなったような感覚はなく、

明確な答えが見えないまま、目の前の実践に一生懸

命になっている気もしている。 

どのような組織であっても必ず「ともに」があり、

関係性の中で自己を発揮しながら物事を進めていく。

教師と子どもの学びは相似形と言われるが、実践を

重ねる中で、学級、学校、社会など、組織のあり方に

おいても重なっているのではないかと考えるように

なった。子どもと大人、教師と保護者として切り離さ

れるものではなく、相手が誰であっても、互いにどう

ありたいのかを大切にしながら関わる姿勢は大きく

変わらない。しかし実践の場で、子ども同士の「とも

に」が語られている一方で、組織としての「ともに」

は見えにくい。そういった中で、教職大学院の対話を

はじめ、園での実践研究が、組織における自分のあり

方を考える機会となっている。 

今年度は、実習生と実践を創ることを意識した教

育実習のデザインや、預かり保育の先生方との対話
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の場の保障、園行事の全体像を捉え、組織として進め

ることの模索など、様々な立場の方と、仲間として何

ができるのかを思考している。また夏に実施した協

働探究型研修では、「共創」をテーマに校種や職種を

問わない様々な立場の方と遊び、対話することを通

して「ともに」を見つめることができた。一つ一つの

実践は、個々に点となっているように見えて、それぞ

れが有機的に循環し、作用しながら進んでいるもの

である。 

単純に一緒に作業をするわけではなく、明確なゴ

ールに向かって、役割分担をしながら進むものでも

なく、互いを尊重し、差異を共存させながら、相手と

の関係性の中で新たな世界を創造していくこと、そ

れらを支えているのが、対話と省察であることは変

わらない。私たちは何を大切に実践していこうとし

ているのか、見出される意味を探究していくことが

できれば、組織としての創造性もより高まっていく

のではないかと考えている。現在の実践が、どのよう

に重なり合い、循環していくのか、そしてそれらをど

のように私自身が捉えられるのかが楽しみである。 

これからも私とあなた、一対一のものでもなく、わ

たしたちが組織として「ともに」実践していくことを

意識し、それぞれの立場をこえ、互いに作用しながら、

新たな意味を創造されていく意味や価値を探究して

いきたい。

 

 

生徒主体のコミュニティ作り 
ミドルリーダー養成コース１年/カリタス女子中学高等学校   高橋 美幡

教職大学院で学び始めて半年が経ったが、まだ半

年かというくらい濃密な学びを得たと実感している。

毎月のカンファレンスではいつも「もう学ぶことは

ない」と思うくらいの満足感を得られているが、実際

は毎回新たな気づきがあるので驚きだ。そもそも学

びにゴールはないので満足している場合ではないの

だが。 

さて、皆さんは教職大学院に所属していると「何か

しらのコミュニティを作らなければならない」とい

うプレッシャーを感じることはないだろうか。私は

入学当初、「何をすればいいのか」「何ができるのか」

「いや、何もできない」「だって先生たち忙しいし！」

などと消極的な気持ちでいた。カンファレンス等で

いろいろな先生方の実践をうかがう度に「私にマネ

ができるだろうか、いや、できない」などと落ち込ん

でいた。しかし月間カンファレンス等でそのような

悩みを吐露しまくったところ、「新しく作る必要はな

い」「今いるコミュニティでアクションを起こせばよ

い」とアドバイスをいただき、肩の荷が下りた。 

そのようなわけで少し光が差した私のコミュニテ

ィ作りであるが、今あるコミュニティへの働きかけ

のほか、実はもう一つ実践してみたいことがある。そ

れは図書館で定期的に放課後サロンを開くことだ。

（自己紹介号を見ていない方、申し遅れましたが私

は図書館専従の司書教諭です！）なるべく生徒主体

でサロンを開催し、時には教員にも参加してもらえ

るような集まりになればよいと目論んでいる。なぜ

そのようなサロンを開きたいと考えるようになった

のか、その理由となるきっかけは三つある。 

一つ目に、「社会問題について語りたい」「何かア

クションを起こしたい」という高校１年生２名が現

れ、教員に相談して定期的に図書館で会合を開くよ

うになったことがあげられる。図書館は場所を貸し

ているだけなのだが、その生徒たちの様子を見て、社

会問題に限らず趣味や推し活のことなど、いろいろ

語りたい生徒がほかにもいるのではないかと思うよ

うになったのだ。（因みに本校の図書館は完全なる静

寂が保たれる場所になく、放課後はすぐ隣のフォワ

イエでコーラス部やオーケストラ部が練習を行うこ
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ともある。そのため、試験前や試験当日以外は多少の

お喋りは許容範囲としている。） 

二つ目に、教員から「読書会をやりたい」と言われ

たことがあげられる。意外と授業以外でも語る場所

を求めている教員がいるのかもしれない。そうした

教員がいつでも気軽に参加できるような場所を作り

たいと考えるようになった。 

三つ目に、夏期集中講座で自分の実践を振り返っ

た際、「生徒主体の活動が無い」と気づいたことがあ

げられる。生徒にいろいろ経験させたいと思い、これ

までビブリオバトル・和装本作り体験・他校との交流

会・出版社見学などのイベントを開いてきたが、全て

私が準備していた。事前準備から生徒に企画・運営し

てもらうように働きかけることで、生徒がただ参加

者として楽しむだけでなく、一から作り上げるやり

がいや苦労なども経験できるような機会を作る必要

性を感じた。 

この放課後サロンを実現させる第一歩として、図

書委員会・司書コースの生徒に役割を担ってもらう

ことにした。図書委員会では月に一回全員で取り組

む活動の他に、週に一回有志を募って司書の仕事を

覚える「司書コース」がある。その活動の一環でイベ

ント企画を立ててもらうことにしたのである。現在

12 月の開催に向けて動いているので、その様子はま

たの機会にご報告できればと思う。 

入学当初はこのようなコミュニティ作りよりも授

業支援のあり方・関わり方について答えを見つけた

いと思っていた。しかし、実はこうした課外活動の延

長上に授業支援も繋がっているのではないかと考え

るようになった。 

夏期集中講座で「コミュニティ育成の七原則」を学

び、この考え方がいろいろな場面で応用できるので

はないかと考えた。例えば探究の授業で本を使って

もらう（Web サイトだけでなく多様な資料を使っても

らう）にはどうすればよいか。こちらが一方的に言っ

ても効果はなく、生徒自らが必要としなければ意味

はない。そのために、まずは本が「使える」というこ

とを実感してもらう必要がある。今までは授業で一

斉にと考えていたが、サロンや夏期講習などで地道

に普及していく道もあり、むしろその方が効果的な

のではないかと考えるようになった。 

入学当初の気負った気持ちを一旦リセットして、

身近なことから着実に進めていこうと思う。 

 

 

理論と実践の往還 
学校改革マネジメントコース１年（１年履修）/福井県立武生高等学校 島田 直子

「暑くなって寒くなったら受験だよ」と、勤務校で

生徒によく言っています。つい先日も「ほら、もう寒

くなるよ。（時間がない中で）自分のやるべきことは

何か、考えて行動してね。」と話していました。でも、

今年は私にとっても、寒くなったらやるべき時、長期

実践報告を書き上げる時がやって来ます。生徒達に

伝えている言葉が私に還ってきて、生徒と同様に焦

り始めています。 

昨年は県のマネジメント研修を受講し、事前履修

として夏期集中と冬期集中、そしてラウンドテーブ

ルに参加しました。長期実践報告や理論書を読んだ

り、対話し互いに語り合うことで自分自身を省察し

たりと、とても楽しい日々でしたが、「理論と実践の

往還」は私自身の中にしっくりきていませんでした。

実際、夏期集中でコミュニティ・オブ・プラクティス

を読み、互いに語り合いましたが、昨年はそこから１

回もコミュニティ・オブ・プラクティスを開くことは

ありませんでした。理論書が不必要だったのではな

く、必要だと理解できなかったのです。今振り返ると、

私はきっと何らかの理論に基づいて実践を行ってい

たのでしょうが、その理論に気づくことなく、ただ実

践を振り返り、他者の実践から次の実践を組み立て



福井大学大学院福井大学・奈良女子大学・岐阜聖徳学園大学連合教職開発研究科 

The Challenge for Distributed Communities of Practice and Reflection 11 

実行する、その繰り返しだったのだと思います。毎年

何かが足りないと感じながら、しかしどうすること

もできず、15 年以上経ってしまいました。今年、教

職大学院に入学し、毎月のカンファレンスに参加す

ることで、「理論と実践の往還」にはっとさせられま

した。私に足りなかったのは、まさにそれだったと、

やっと気づいたからです。 

学校改革マネジメントコースに在籍していますが、

私が行っている実践はまず授業です。授業の中に対

話を組み入れ、教室に実践コミュニティを作るので

す。そうすることで、自走する集団を育てることが目

的です。授業では、毎時間ペアワークやグループワー

ク、発表や意見の言い合いなどを行っています。知の

楽しさを学び、コーディネーターの教師がいなくて

も、誰かがコーディネーターになって、いつでもどこ

でも実践コミュニティを作れる、そのような生徒た

ちになってほしいからです。クラスには固定された

コアメンバーやアウトサイダーがいます。以前の私

ならアウトサイダーの存在に悩むことも多く、正し

い解を求めて実践書を読んでいました。ただ、コミュ

ニティ・オブ・プラクティスに還ると、どのレベルの

参加者もフルメンバーのような気持ちになれるよう

に活動を設計することが大切だとありました。そこ

で問いを変えたり図で表現したりするような取り組

みを入れると、アウトサイダーでも時に周辺グルー

プになることが分かりました。実践したら理論に、理

論から実践に、往還させることで少しずつ生徒たち

のコミュニティが変わっている気がします。 

次に、化学科教員の中で実践コミュニティをつく

る取り組みです。化学科の若手教員は、武生高校にあ

る PT（Project Team）のコアメンバーでもあり、様々

な実践を行っています。授業公開も積極的です。この

若手教員を軸に、互いの実践を話し合いながら、情報

交換を行っています。評価方法についても同様です。

最初はこの活動に効果があるのか不安もありました

が、コミュニティ・オブ・プラクティスの「価値に焦

点を当てる」に立ち還り、続けています。化学科では、

社会に生きる化学を伝えるための実践も行っていま

す。授業で学んだ内容をもとに商品開発を行ってい

る企業を招聘し、学んだ内容とつなげて出前授業を

行ってもらう取り組みです。出前授業後にアンケー

トを取ると、「社会とつながることが面白い」をいう

質問は、授業前と比べて大きく伸びます。化学科での

活動は、高校教育課が行っている「引き出す教育・楽

しむ教育実践事業」を活用しています。 

次に、支援です。武生高校には、Project Team（略

して PT）という自主教員研修プロジェクトがあり、

若手教員を中心に月１回程度、放課後の３０～４０

分を利用して研修会を行っています。この自発的に

集まるコミュニティを支援する取り組みを始めまし

た。これも、コミュニティ・オブ・プラクティスや学

習する組織に還り、行おうと決めたものです。例えば、

職員会議を簡易にし、空いた時間で PTの研修会に関

わるグループワークを、教員全員で行いました。付箋

で考えを出し合い、話し合ったことをまとめて職員

室に貼りだす予定です。 

私が行っていることは「理論と実践の往還」である

のかは分かりません。しかし、少なくてもこの教職大

学院で学んだことは、確実に私の中に浸透していっ

ています。学校改革マネジメントコースでは、多くの

先生方が学校改革に取り組み、実践を語り合い、理論

に還る取り組みを行っていらっしゃいます。刺激を

受けながら、多くのことを学び続けたいと思います。 
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教職大学院での学びがもたらしたもの 
学校改革マネジメントコース１年/福井市岡保小学校   吉岡 高成

２年もあると思っていた福井大学連合教職大学院

も、もうすでに残り半年となり、これまでに自分が何

を得たのかを振り返ってみると、３つ思い当たるこ

とがあった。 

まず、「知識」である。特に夏期集中講座で手にし

た本や資料は、教員として過ごしていく中ではなか

なか手に取ることがないものばかりだった。昨年手

に取った『コミュニティ・オブ・プラクティス』では、

実践コミュニティについて知り、分散型コミュニテ

ィの在り方をこれまでの教員生活の中での取組に落

とし込むことで、今現在行っている教員間や学校間

でのコミュニティ作りのヒントとなっている。今ま

での実践と照らし合わせ、省察することで、今の取組

に役立たせることができた。また、今年の夏に読んだ

『学校を変える力』 からは、変革に際しての困難や

効果を読み取る中で、今現在の課題としてある、個別

最適な学び、協働的な学びを実践していくに当たっ

て、自分のビジョンとしてどのような学校になって

欲しいか、どのような力を子どもに付けさせていき

たいかという姿を頭に思い浮かべることができた。

そして、『省察的実践者の教育』では、まず、自分自

身がこの省察という言葉の意味をちゃんと理解して

いなかったことを知れた。大学院に入ってから、大学

院の中で、グループセッションでの先生方との会話

の中でよく出てくる言葉ではあったが、「振り返り」

程度の意味でしか捉えてなかったことを痛感した。

また、「ついてきなさい！」「協働実験」「鏡のホー

ル」といった、自分が職場の中のコーチとしての役割

を果たすのに有用な知識を得ることができた。私事

ではあるが、自分の妻も職種は違うが、職場でのミド

ルリーダーとしての役割を果たさなければならない

立場にあり、自分と同じく研修を重ねており、この大

学院で出会うような用語や手法の書かれた本とにら

めっこをしているのを目にしている。（※家庭内で）

互いに分からない言葉を説明し合う中で（※夫婦間

で）、この大学院で学ぶことは、単に学校内で通じる

狭い範囲のことではないのだなとしみじみと思った。 

次に自分が得たものは、「気付き」だと感じている。

例えば、カンファレンスでのグループセッションで

は、様々な立場や校種の方々からそれぞれの視点の

考えと指摘をいただいた。特に幼児教育を専門とす

る院生の方からは、『学校を変える力』にもあったよ

うな、学びの根幹が幼児教育にあることに気付かさ

れた。子ども一人一人の物事を理解したいという学

びへの欲求を高めるような、学校にしなくてはとい

う刺激になった。また、幼保小連携という言葉はある

が、幼児教育から渡されたバトンを自分は引き継げ

ているのかと内省するきっかけにもなった。子ども

たち一人一人を見取っていく姿勢は個別最適な学び

に繋がる。見習うべき姿を教えてもらった。そして、

中学校や高校の先生方からも、現状や課題を教えて

いただき、小学校から先の学びの姿やどのような力

が必要になっていくのかという見通しをもつことが

できた。 

最後に思い当たったものは「見方」である。カンフ

ァレンスを通して、今までは自分の勤める校種にし

か目がいっていなかったが、幼稚園の姿や中学校の

姿、そして高校での姿を伺うことができ、先々をみて

の考え方ができるようになってきた。また、自分の受

け持つ学級だけでなく、学年、学校、地域とよりよく

していきたい対象が広がっていったのを感じる。そ

して、自分一人で頑張るのではなく、みんなで子ども

を育てるのだという原点に立ち返れたように感じて

いる。 

学校改革マネジメントコースでの学びは、管理職 

でない自分でも得るものが多い場所になっている。

教職大学院での学びも残りわずか、得たことを無駄

にしないためにも、そして、さらに深めていけるよう、

今後もいろいろなことを学んでいきたいと思ってい

る。 
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「生徒が主語の学校づくり」を目指して 
学校改革マネジメントコース２年/品川区立荏原第一中学校   黒田 佳昌

今春、異動となり新たな学校での生活も半分を過

ぎた。教職員との関係づくりや学校の「強み」と「弱

み」を探り、具体的な方向性を示しながら生徒も大人

も活力があり、安心、安全で温かい学校を目指してい

る。 

教職員は、互いに対話が自然と出て活気のある教

師コミュニティであり、その対話こそがわれわれ教

師にとって大切なことだと実感するとともに、本校

にとって最大の強みであると考える。教師同士が自

然と対話する環境と意図的・計画的に対話を通した

実践コミュニティの創出、そして互いを認め支え合

える安心感のあるチームを目指したい。 

一学期末に校内でカンファレンスを開催した。仲

間の話をじっくりと傾聴することや自分を振り返り

ながら、考えを整理して他者に話をすることの大切

さ、人に話を聞いてもらうことの心地よさを感じ、仲

間のことをよく知ることができたり、互いが対話す

ることの大切さを理解したりする機会となった。教

師たちからの反応は全体的に好評であった。 

今、学校として『生徒が主語の学校づくり』を目指

している。急速に社会が変化していく中でこれから

の子供たちは、自分（たち）の力で考えて、解決して

いく力が必要である。学校教育でそのような力をし

っかりつけさせるために、講義型の教え込みに偏っ

た授業をやめ、生徒一人一人が学習の見通しをもち、

学んだことを友達と共有したり、意見を出して考え

を深めたり、新たな考えや発想を見つけたり、学んだ

ことを表現したりする学習に転換していかなければ

ならない。また学級づくりや学年づくり、学校行事や

生徒会活動など、教師がきめ細かく指示を出すので

はなく、生徒が考え、協議し、計画して、実行し、振

り返るという経験をさせ、自己肯定感や達成感をも

たせることが大切だ。さらに本校の教育目標である

「共生社会の実現に参画し、生き抜く生徒の育成」を

実現するためには、考えの違いを相手の立場に立っ

て理解し尊重することが重要で、そのためには丁寧

に対話や議論して対立を乗り越えて、合意形成を図

ることができる集団（クラス、学年、学校）づくりを

目指している。 

令和 5・6年度と東京都教育委員会の「体育健康教

育推進校」研究指定を受けることとなった。研究主任

から「この研究は保健体育科や養護教諭が取り組む

というものではなく、学校全体で取り組んでいきま

しょう。」と力強い言葉をもらった。研究を進めてい

く中で、校内研修会の講師として、元広島県立高校の

教師で現在は一般社団法人ボトムアップ・パーソン

ズ代表理事の畑喜美夫先生を招いて、生徒が自ら考

えて行動できる、自主自立した組織づくりについて

の講演をいただいた。それは生徒（選手）が自ら気付

き、自分たちで考え、話し合い、相互理解を深め、合

意形成をしながら組織としての意思決定をして自主

性や主体性を引き出していくという理論である。そ

のような中で教師は、基本的に「信じる」「任せる」

「認める」という生徒を見守り、気付かせるというの

が基本となる。そのために教師は、「ミッション」と

「ビジョン」のベクトルを明確にし、クラスや学年、

学校、チームの方向性を生徒、教師が常に共有してい

く。目的は自主自立のできる人間力の育成である。こ

の講演が終わったあと、職員室では、先生方が「信じ

る・任せる・認める」とつぶやいていたり、「信じて、

任せるって時間がかかるんだよなぁ・・・、でもこれ

が大切なんだよね・・・。」と言っていたりして盛り

上がっていた。そんな会話を聞いていた主幹教諭が

「今日の話は、校長が言っている生徒が主語の学校

づくりなんだよ･･･」と声を掛けてくれた。そんな教

師同士が感じたことや思っていることを互いに言い

合える関係性があるから若手教員がいろいろなこと

に、失敗を恐れず意欲的に取り組んでいる。また若手
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をミドルやベテランが温かく見守り、適切な支援を

している。 

私にとって、このような組織や学校の方向性を目

指している裏には、毎月の合同カンファレンスで教

職大学院の先生方や院生の仲間と対話を通して学ん

だことが大きく影響している。この学びも残り 5 か

月弱となるが、これからも先生方や多くの院生と対

話を通して有意義な時間を創り、成長していきたい

と思う。 

 

 

 

学び続ける教師であるために 
学校改革マネジメントコース２年/岐阜市立徹明さくら小学校   宮谷 郁江

教職大学院で学ぶ中で最も思いを強くしているこ

とは、「学び続ける教師でありたい」ということです。

世間で教師の働き方が問われ、仕事のスリム化や効

率化、早く帰宅すること等が求められるようになり

ました。そのような中でいつの間にか、日々の雑多な

業務に追われ、教師として最も大切である「子供の学

びをどうするか」という議論や、自分たち自身の授業

力を高める努力が後回しになっていたように思いま

す。ここでたくさんの同僚と語り合い、自分を省察す

ることを繰り返し行うことで、私は、教師が学び続け

ることの大切さを改めて感じました。そして、自分自

身をアップデートさせたいという思いを強くしまし

た。 

昨年度立ち上げた「若手の会（クレリア会）」は、

今年度「さくらホワイトの会」としてアップデートし

ています。今年度私が教務主任を任されたことを生

かし、週初めの打合せや週報で、「さくらホワイトの

会」の予定や様子を発信しました。そうすることで、

会に参加しない人も、その週の会に参加できなかっ

た人も、「さくらホワイトの会」でどんなことが行わ

れているかを見たり聞いたりすることができるよう

にしました。 

また、これまで若手職員の悩みを打ち明ける場で

あり、研究授業の前に一緒に授業を考える場であっ

たものを、「ベテラン教員とつなぐ」という視点を加

えて取り組むようになりました。教室を巡ってベテ

ラン教員から学ぶ機会をつくったときには、「今日は

教室を巡ると聞いて、掃除してみました。」と、待っ

ていてくれるベテラン教諭がいました。若手が教室

を訪れると、掲示物や物の置き方など、丁寧に説明し

てくれました。そして、そこに込められた思いをたっ

ぷりと語ってくれました。夏休みには、大学の協力を

得て、徹明さくら小学校、草潤中学校の職員、岐阜市

と羽島市教育委員会を交えてラウンドテーブルを開

催しました。ラウンドテーブルの後には、「私、しゃ

べっていたら、今までの自分と今の自分を振り返っ

ているうちに涙が出てきてしまった。」と自分の思い

を伝えに来てくださるベテラン教諭がいました。こ

んなふうにして、「さくらホワイトの会」の取組にベ

テラン教員が呼応してくれる機会を今年はつくって

いくことができています。 

若手教員の変化もありました。岐阜市の社会科部

会の授業者を引き受けた、初任３年目のＡ教諭は、さ

くらホワイトの会での検討の他に、社会科専科の教

諭のもとへ自らコンタクトを取り、指導してもらう

ために通う姿がありました。今年度特別支援学級の

担任になったＢ教諭は、初めての特別支援学級に戸

惑いながらも、非常に前向きに学級の児童の指導に

あたったり、他の教諭から学ぼうとしたりしていま

す。Ｂ教諭とは、新たに「実践記録を書く会」を開く

ようになりました。その会は３回行っているのです

が、Ｂ教諭が行っている自立活動の実践を省察する

場となっています。 

昨年度クレリア会を立ち上げた時、「ベテラン教員

を動かすことはできない。だから、若手だけでも、協

働できる場をつくれないか」と考えていました。「若
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手は本当に学びたいと思っているのか。」と不安でし

た。それがいつのまにか、「ベテラン教諭も巻き込み

たい。」と模索するようになりました。若手の前向き

に学ぶ姿に、自分も負けていられないと刺激を受け

るようになりました。２年前には考えてもみなかっ

たことです。この２年間の実践を通して、私の思いも

アップデートしていきました。このような一つの一

歩が、また次への一歩を生み出すのだと気付きまし

た。それが学び続ける教師であるということなのだ

と思います。 

今年度あと半年の「さくらホワイトの会」をどのよ

うに展開するか、来年度継続するためにはどうする

か、新たな課題について模索しながら、残りの教職大

学院での学びを進めていきたいと思います。 

 

初の公開保育に至るまで 
学校改革マネジメントコース２年/まごころ認定こども園   髙尾 和人

もう早くも 11 月になり、年末も少し意識し始める

時期になってきた。坂井市内の保育所や幼稚園、こど

も園は、だいたい 12 月に次年度の新規入園者や転園

者が決まる。そのため、私立の園で経営に携わる方や

管理職の先生方は、12 月末や 1 月くらいから、本格

的に次年度のことをしっかりと考えだす方が多いの

ではないかと思う。今年度のことをじっくり考えら

れる残り少ないタイミングといった意味では、私に

とっても、この時期は、今年度のこれまでを振り返り、

残りの見通しを立てる貴重な時期という位置づけに

なっている。 

さて、つい先日の 11/1、私の園では初めての公開

保育を実施した。これは自園や私にとってとても大

きいことだった。公開保育自体の振り返りはまだほ

とんどできていないが、そこに至るまでも様々なこ

とがあった。そのことについて少し振り返ってみた

い。 

そもそも、公開保育は、私が教職大学院のことを知

るきっかけだった。公開保育を実施する認定こども

園に対しては、園の施設型給付費に加算（園の収入の

上乗せ）がつく。園の経営的な都合で、一昨年、私は

それについて調べたり相談したりしていた。そのな

かで、さくら認定こども園の伊藤康弘園長先生に教

えていただき、教職大学院に関わる私立園の学びあ

いのコミュニティがあることを知った。その後、私自

身も教職大学で学ぶことになり、さくら認定こども

園、福井佼成幼稚園、和田こども園、森田さくらこど

も園の実施する公開保育に参加させていただく貴重

な機会を得るなかで、私の園でも公開保育をしてみ

たいという思いを抱くようになった。 

ただし、公開保育をやりたいが、それをトップダウ

ンで、いいことだからうちでもやりましょうと職員

に強制するようなやり方を私はしたくなかった。ま

た、私のマネジメントのスタイル的にもそれは難し

かった。そのため、昨年度より、自園の職員に他園の

公開保育に参加してもらったり、公開保育を一旦や

ろうとなっても職員が今はできないと感じているよ

うであれば計画を白紙に戻したりするなかで、徐々

に計画を進めてきた。そして、先日、やっと 1年半が

かりで、今回の第一回目の公開保育にこぎつけるこ

とができた。 

実施が決まってから公開保育を行うまでのなかで

は、実に様々な職員間の対話があった。公開保育をす

るにあたり、私から職員たちへは、「特別なことはせ

ずにありのままでよい」、「日々の活動のつながりを

意識しながら当日の活動に至る過程やその後の展望

について保育者の言葉で語ることができるようにし

ておく」、「続けることが大事なので無理はしない」

といった私の基本的な考え方を伝えた。自園の中心

となる職員たちは、それぞれに他園の公開保育に参
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加し、それを持ち帰り意見を交わすなかで、イメージ

を膨らませながら自園の公開保育の準備を進めてい

ってくれた。また、それだけではなく、職員同士の話

し合いのなかで、園の環境設定について、いろいろと

見直す必要があると考え、できる範囲の見直しなど

を自分たちで役割を振りながら進めていってくれた。 

例えば、園庭環境の見直しのなかでは、年中出しっ

ぱなしだったキックボードや三輪車などをしまって

みたら、砂遊びなどの別の遊びのなかで、子どもたち

の遊び方にいろいろな広がりがでてきたといった変

化があり、それを保育者たちが発見し、共有しあい、

私にも伝えてくれるということがあった。また、２歳

児のクラスでは、子どもたちが登園して身支度を終

えた後からスムーズに遊べるよう、前日の保育が終

わってから、人形遊びや粘土遊びのコーナーなどを

翌日の子どもたちがすぐに見えるような形で準備し

ておくことが、保育者の一日の流れとして定着する

ようになった。 

これらのことは、当たり前にやっている園にとっ

ては何を今さらということかもしれない。しかし、私

は、私の園の保育者たちが自分たちの対話と実践の

なかで自らそれに気づき、主体的に取り組んだなか

でそこにたどり着いたということにとても価値を感

じている。そして、そのように対話を通じて、保育者

が、日々の保育教育を発展させていくということは、

他者から教えられて身につくものではないとも感じ

ている。果たして、それが今回の公開保育への取り組

みを通じて自園に芽生え始めたのか、それはまだま

だ分からないが、まずは、今回の公開保育の振り返り

を行い、次につながる話をするなかで、職員間の対話

をしっかりと深めていきたい。 

 

 

 

 

 

 
 

インターン生にできること 

授業研究・教職専門性開発コース１年/福井県立丸岡高等学校  黒瀬 玲凱 

10 月の月間カンファレンスでは、午前中に組織の

在り方について語り合った。鈴木先生による藤島高

校での実践を聞きながら私は自分がインターンに赴

いている高校の教員集団を思い描いていた。高校は

他の校種と異なり、職員室が業務によって分けられ

ている。さらに、教科の専門性が高まり、教科の壁が

大きく立ちはだかっている。鈴木先生のお話はその

あたりには言及されていなかったが、参加人数を見

るに、その壁を超える何かが先生方の中にあるので

はないだろうかと感じた。 

インターン先の高校では、職員室の壁、教科の壁を

ひしひしと感じている。同じ島にいる先生方の中に

は話し合いが起こる場面も見られるが、教科の壁や

業務の壁を越えて相談をしている場面を見かける機

会は少ない。教科については教科会が開かれており、

特に国語科などはよく話し合っていると聞いている

が、理科については物理、化学、生物の教員が一人ず

つしかおらず、教科会が開かれているのは成績会議

や職員会議で必要な議題が発生した時のみである。

組織やコミュニティとして活動しているというより

は、同じ組織の枠組みの中で一人一人が仕事をして

 月間カンファレンス報告 
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いるような気がする。もしかすると、私自身が 1 人

で働いていると思っているからそう感じているだけ

かもしれないが。 

教師が、教師集団として活動するためには、教師集

団としてはたらく必然性を問わなければならない。

私が授業をしながら感じている教師のコミュニティ

の必要性は、「生徒に身に着けてほしい資質能力の認

識の共有」である。極端な話をすれば、1つの教科だ

けが「生徒が自分で考える力を身に着けてほしい」と

思い、生徒が考えることをベースにした授業をした

としても、他の教科が知識詰込み型の授業をしてい

ては、生徒にそんな力が身につくことはないだろう。

教科担任制だからこそ、教科間での「そのクラスの生

徒たちにどういう人間になってほしい」という考え

を共有していないと、どの先生の考えも達成され得

ないし、理科の教科内でのすり合わせがなければ「理

科的な見方・考え方」が根付くことはないのではない

だろうか。 

教師全体に教師集団としてはたらく必然性を感じ

てもらうためにはインターン生にできることは少な

い。私なりの解を持っているとして、それは正解とは

限らないし、解が 1 つとも限らない。インターン生

の戯言で終わってしまうかもしれない。しかし、イン

ターン生だから何もできないわけではない。インタ

ーン生だからこそ果たすべき組織に対する責務があ

るはずである。今私にできることは、より多くの先生

方と話をし、それぞれの先生が何のために日々の授

業をしているのか、生徒たちにどんなことを期待し

ているのかを聞いたり、自分なりの考えを話し、「話

し合うことの大切さ」を感じてもらうことである。組

織に縛られていない立場であるからこそ、潤滑油と

して動ける可能性がインターン生にはある。自分な

りにできることを考え、行動をする人が 1 人でも増

えることが、集団を変える第一歩になると思う。 

 

これからの自分の在り方 
授業研究・教職専門性開発コース１年/福井大学教育学部附属義務教育学校前期課程 

桑原 里沙 

10 月の月間のカンファレンスの初めは藤島高校の

鈴木先生の「すずかけ AGORA」のお話を聞いた。ここ

2年間で先生が実施したものの中には、classroomや

Chromebookの ICT活用講習を行う場や授業改善や各

教科のつながりを考える場などがある。ICT活用にお

いては、授業はもちろん、業務においても活用するこ

とができる。授業改善においては、自分の授業を他の

教員に見てもらい意見をもらうことも他の教員の授

業を見て勉強することもできる。このような場があ

るのは、数年後教員になる私にとって勉強にもなり、

コミュニケーションを取ることにも繋がると考えた。 

鈴木先生のお話を踏まえ、グループ１では各学校

の組織について話す時間であった。その中でも印象

に残っているのは各教科の組織である。私の配属校

では週に１回各教科の教科会がある。私は社会科で

あるため、教科に特化した教員が複数いる。しかし、

グループの中いる情報科の方の話を聞くと、勤務校

では情報科を専門としている教員がおらず、他の理

系教科の教員が情報科を担当していると話す。それ

を聞いたとき、同じ教科の教員が複数いて、その教科

について深く考えることができるのが当たり前では

ないと分かった。社会科のため、同じ教科の教員がい

ないことはないかもしれない。しかし、自分の教科の

ことだけを考えるのではなく、他の教科の教員とも

話して授業改善をしていきたい。そのために配属校

で他の教科を専門としている教員の授業も見るよう

にしたい。 
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午後のグループ２では授業実践と探究について話

した。文理で探究科がある若狭高校では生徒一人ひ

とりの研究したいこと（例にはカビや空気について

などがある）を中心としている。グループで探究して

いたとしても方向性が違うと個人探究に変化する。

この探究の中には、個人で深める時間もあり、グルー

プで深める時間もあるということになる。やりたい

ことが同じである生徒同士集まり探究を進めていく

が、他のグループとの関わりがほとんどない。そのた

め、他のグループとの関わりをもって刺激になるよ

うな活動をすることが必要なのではないかとグルー

プ内で考えた。 

ここでは若狭高校の探究を述べたが、探究の時間

がある学校のみが探究について考えなければならな

いのか。私が小・中・高校生のころは探究の授業があ

ったかと聞かれるとほとんどなかったと答える。公

立学校且つ普通科ではあるが、探究ができないわけ

ではない。国語科や社会科でも探究ができる。教員が

考えた課題でただグループ活動をさせるのではなく、

子どもたちの知りたいこと・調べたいことを課題に

する。しかし、各教科には学習指導要領があるため、

身に付けさせたい資質・能力にあった探究をさせる

必要がある。探究をさせるが学習指導要領に沿うよ

うにと考えると今の私には難しいのかもしれない。

これからのインターンや来年度の教育実習で、授業

を行う教員としての探究の知識を身に付けていきた

い。 

今回、10 月の月間カンファレンスについて述べて

きた。それを今の私と照らし合わせるとどうだろう

か。金カンで M1企画を近々行う。それに向けて M1 で

話し合っている。M1 の組織として、まとまらないと

いうのが現状である。考えだしたころから今まで、方

向性・モチベーションの違いに触れることなく、淡々

と進めてきた。M1 の組織としてどう進めていこうか

と最初に話し合うことができていれば今こうなるこ

とはなかったのかもしれない。今一度、組織としての

動きを話し合っていくことが必要であると考える。

私なりの役割を探し出し、行動することができるよ

うになりたい。 

 

 

変化を味わう ～半年間の私を振り返って～ 
授業研究・教職専門性開発コース１年/岐阜聖徳学園大学附属中学校 

和藤 隼生 

教職大学院に入学して半年が経過した。日々のイ

ンターンシップ先の生活に慣れるとともに、４月当

初と比べ多くの変化が見られた。これは、子どもの様

子を多角的に見てきたことによるものなのかもしれ

ない。 

まず、私立中学校へのイメージの変化である。私は

公立学校出身であり、当初私は、私立中学校はテスト

の成績が優れている子が入学し、高校受験へ向けて

勉学に励む個の集団であると考えていた。しかし、実

際はそれだけではなかった。授業では、一問一答の穴

埋め形式ではなく、思考する場面を必ず設定する。ま

た、枠にとらわれない探究的な学びも行う。特に、理

科において１年に一度行うパッケージ学習と呼ばれ

る活動では、生徒一人一人が日常生活で感じる疑問

やもっと知りたいと思うことについて教科の枠を超

えて解決にあたる。例えば、「なぜ空が青いのか」「な

ぜ人は記憶できるのか」といった素朴な疑問から「食

用コオロギには闇がある？」「気づいて豚の魅力！」

など、自分自身が興味を持ったことについて突き詰

める生徒など多岐である。 

また、生徒同士のコミュニケーションも活発であ

る。学習塾に加え、バレエやヴァイオリンなど多種多
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様な習い事をしている生徒が多い。ゆえに、生徒一人

一人が自分の強みを持ち、その良さを認め合える学

校の雰囲気であるため、クラスの団結力にも驚かさ

れる。 

次に、私自身の授業への向き合い方が変化した。こ

れまでのカンファレンスを通して、様々な人からあ

らゆる視点での授業の見方を学ばせて頂いた。中で

も、授業者の先生と協働して授業を作り上げるとい

う視点はこれまでの私にはなかった視点であり、こ

の助言に伴い私の授業への参加の仕方が、参観者か

ら T2、時には授業者へと変化した。 

したがって、授業の前には学習指導要領を読み込

み、この授業での狙いはなにか、どのような生徒にな

ってほしいかなど具体的な支援策を想定しながら、

授業に参加することができており、さらなる自分自

身の学びとなり、成長へとつながっている。 

メンターの先生が行う授業では、和藤先生への質

問コーナーを設けて頂いている。そこでは、「気孔は

普通葉の裏に多いと学んだが、葉の表に多い植物は

あるのか？」「台風は低気圧に起因しているが、台風

の目では晴れており、下降気流が発生している。ここ

には高気圧が存在しているのか？」など授業で学ん

だことから発展した自身の疑問について毎日、質問

が飛び交う。この質問に答えることで、私自身の教科

への専門性も高まっていると感じる。 

最後に、生徒への見方の変化である。夏季集中講義

ではコミュニティの存在の大切さについて学んだ。

インターンシップ先の学校での先生たちとのコミュ

ニケーションはもちろんのこと、生徒同士のコミュ

ニティにも気を配っている。コミュニティ・オブ・プ

ラクティス（E.ウェンガー著）では、学級はコアグル

ープ、アクティブグループ、周辺グループに分類する

ことができると記されている。私は、学校集団を一つ

のコミュニティと捉え、そこであるクラスを３グル

ープに分類し、中でも周辺グループに着目すること

にした。特に気になったのが、周辺グループのメンバ

ーはその子なりに適した学習法で学んでいるという

ことである。当初、私は全員が授業で発言する場を設

けたいと考えていたが、それが本当に善策であるの

か考えさせられる良い機会となった。 

このことから、私は生徒一人一人がそれぞれ個性

をもち、その個性を生かすためにはどのような手立

てをすればよいのかという視点に切り替わった。そ

こで、「○○しなさい。」という強制の表現をやめた。 

多くの経験から人は変化することができる。私も、

この半年間様々な変化を遂げてきた。今後も経験を

もとに知識や技術を蓄積し続け、私の変化は止まら

ない。 

 

 

コミュニティの存在意義と私の目標 

授業研究・教職専門性開発コース２年/福井県立鯖江高等学校  冨田 一葵 

4 月より約半年の年月が過ぎて長期実践報告の推

敲を始めていかなければならない時期になりました。

1 年半の振り返りと目前の課題を同時にこなすとい

う過去と未来の板挟みにあい、心身ともに疲弊して

いく中、夏の集中サイクル以来 2 ヶ月ぶりの合同カ

ンファレンスが開かれました。 

今回の 10 月の月間カンファレンスでは、「新たな

同僚を支え、世代を超えて学び合う」というテーマの

もと、藤島高等学校鈴木先生の話題提供から始まり

ました。語り合いの場を重要視し、組織の中でのコミ

ュニティの設計および展開について成長曲線をもと

にした実践についてのお話がありました。設計段階

での難しさやコミュニティ運営における理想とのズ
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レなどの課題がある中で解決策を模索しながらコミ

ュニティの存在意義に立ち戻りつつ立て直していく

など、今一度、私自身がコミュニティに所属している

意味やコミュニティの基盤作りについて自分の思い

や考えを見直す機会になりました。 

私の今カンファレンスでの話の軸として教科「情

報」に対する悩みを挙げさせていただきました。 

昨年度よりも「情報」に対する関心や研究が進み、

多くの講演会や参考書などと接する機会が増えつつ

あります。私も県内外の講演会や授業参観に参加し

ながら色々な実践に触れたり、日々、新たな考えや挑

戦を学び、考察し、実践へと繋げたりしています。し

かし、それには限界がきていると感じています。何故

なら、高校に情報科の専任教員がいないからです。ほ

とんどの高校では他教科専任の先生方が兼任して授

業にあたっています。そのため、専任として授業を行

っている私にとって、情報の授業に対しての校内で

の話し合いがしにくい状況(どんな授業実践に触れ

ても、それを共有できる教員がいない。授業で挑戦し

ても、それを協議する場も人もいない状況)が続いて

います。コミュニティ作成のために夏の集中サイク

ルや月間カンファレンスでは、コミュニティ作成の

ために必要なことについて学んでいました。今カン

ファレンスで話していくうちにコミュニティ作成に

ついて学んでいく最中で、コミュニティを作成した

うえでのビジョンが薄れてきているのではないのか

という、コミュニティ作成の目的を見失っている自

分に気づきました。今一度、私自身が何を目的に情報

科のコミュニティを作ろうと思ったのかを振り返っ

ていきたいと思います。 

 

「探究」の追究 
授業研究・教職専門性開発コース２年/福井大学教育学部附属義務教育学校後期課程 

大畑 颯人 

10 月の合同カンファレンスでは、主に自分の“探

究”観が少し変わった。高校時は理数科に所属し、課

題研究を通して探究の面白さを知った自分は、学部

での「探求ネットワーク活動」および教育実習を行っ

ていきながら、自分も探究的な学びをコーディネー

トできる教師になりたいという思いが強くなってい

った。この院での学びも中心にあったのは“探究”だ

ったように思う。 

今回、附属義務教育学校 河合先生の「探究迷子に

なっている」という話題から、探究とは何かという議

論が行われた。学部時代から一貫して私の探究のイ

メージとして“あった”のは、「探究は研究に通じる

もの」という考え方である。そのため、探究では、疑

問から予想を立てて、検証方法を立案し、検証結果を

まとめ、考察していく中で学びを見出していく必要

があると考えていた。しかし、話をしていくうちに何

故か自分の考えにしっくりこない自分がいることに

違和感を覚えた。今の探究のイメージが、それとは少

し異なっていることを示す違和感だったように思う。 

しかし、グループメンバーからの「子ども達が面白

くて没頭していたらもう探究って言えるのではない

か？」という意見から、自分がなぜ違和感を覚えたの

か、なんとなく見えてきたように思う。昨年度 1 年

間附属義務教育学校前期課程で講師をしている中で、

探究的な授業をしようと心掛けてはいるものの、い

つしか「自分の実践している授業（見ている授業）は

本当に探究なのか？」と感じるようになっていた。そ

して、今実践しようとしている自分の授業の計画に

対しても「本当に探究か？」と自問自答を繰り返し、

探究ではないかもしれないと苦しんでいる。しかし

それは、この 1年半探究を追究してきたからこそ「探

究とは何か？」という問いに対する答えが膨大にな

ってしまい、膨大になったそれらの要素を少しでも

満たしていなければ探究とは言えないという、0 か
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100 かでしか捉えきれていなかったためだと気づけ

た。「子ども達の意見に寄り添えていれば質の高い探

究になる」のように、質の高い探究から質の低い探究

とグラデーション的に要素が存在するというように

考えることで、自分の実践も少し見え方が変わった。

この先の実践ではグラデーション的に存在する要素

を分析して、探究に対する引き出しを増やしていけ

たらと思っている。 

今、ストレートマスターの金曜カンファレンスで

は、今年度開始前から展望していたカンファレンス

の集大成である“グループ探究”がスタートしようと

している。それらを運営する M2 会議では、グループ

探究をどのように始めようかという会議が展開され

てきた。特にグループ探究をどのように始めていく

のかというデザインの段階では、決めるべきことが、

それ以前の考え方に相違があり決まらず座礁した。

その会議の翌日にあった合同カンファレンスでは、

次の一歩をどのように踏み出すか悩んでいたが、カ

ンファレスで相談する中で、今の会議の現状と次ど

うするかが少し見えたように思う。その中でも印象

的だったのが、「細かく突き詰めていけばいくほど、

見えなくなるものもあるのではないか」という意見

である。今まで全員のプランに対して、折衷案をいか

に考えるか、そのために細分化して 1 つ 1 つを理解

することに徹していたが、細分化しすぎて、どちらを

選べばいいか見えなくなっていっていた。プラン全

体を大きな構造として捉えて比較する視点も必要な

ことに気付くことができた。 

そして個人的な成長として、次の一歩を踏み出す

のは自分ではないことを自覚できた。今までの自分

だったらこの状況のときに、自分で何とかしないと、

と動き出していたように思う。しかし、今までのそれ

は勝手な使命感に駆られてのことだった。今回の一

件では自分 1 人で何とかするのではなく、周りを頼

ろうと思えた。ほとんどの M2 がこの Newsletter で

金曜カンファレンスを語るほど、熱い想いを持った

M2 に囲まれている。他の先生方からも評価をいただ

く恵まれたコミュニティで、コミュニティの形を探

究していきたい。そして、今まで“実は”苦手として

いた協働の価値を見つける探究もしていきたいと思

う。 

 

 

いよいよ長期実践報告書を書きすすめる 
ミドルリーダー養成コース 2 年/足立区立東綾瀬中学校   矢成 清美

 教員となり 4 年間という短い期間ではあるが、出

会ってきた個性豊かな生徒たちとの、飽きることの

ないストーリーを長期実践報告書で語りたいと思う。   

ここでは 4 月から着任した特別支援学級のある生徒

をご紹介したいと思う。中学 2 年の男子だ。後期か

ら先輩教員より担当を引き継いだが、入学時より配

慮事項が多く苦慮していた。問題行動も多く、提出物

は出さないし、口が達者で、言い訳上手である。話し

ていると定型発達の生徒とみまごう。当然クラスメ

イトをからかったり、下に見たり、その類まれなる運

動神経を鼻にかけていて「少しやっかいな生徒」とい

うのが初見であった。まずは少し距離を置いて、その

言動をつぶさに観察した。先輩教員から彼について

「たとえルールを破っても、頭ごなしに怒ってはい

けない」「保護者が仕事で多忙のため、急用以外は電

話しない」「クラスメイトと喧嘩になる前に別室へ移

動させる」「朝食を食べていない場合は、保健室から

支給されているドリンクを飲ませる」「授業中寝てい

ても起こさない」など詳細な引継ぎがあった。この生

徒に限ったことではないが、生徒個々の事情に合わ

せ、私たちは常に配慮している。それにしても、先輩

教員たちがこぞって彼を手厚く扱っているのはなぜ

だろう。そこには理由があった。彼には大人を笑わせ

てくれる高い会話力がある。座学の授業では積極的

に挙手をし発言する。給食では素早く 30 人分の汁物

の配膳をすることができる。そして体育の時間は彼
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の独壇場だ。どうしてこの生徒が支援学級在籍なの

だろうと思わせる。しかしひとたび作文を書かせた

り九九を暗唱させたりすると、その落差に愕然とす

る。作文はほとんどひらがなを用い、九九は表を見な

がらでないと簡単な計算もままならない。学習に必

要な記憶する力、処理する力は低いが言語理解の力

が高いという状況から、保護者の障がい受容も出来

かねるため「愛の手帳」は取得できていない。ただ小

学校から学習困難を抱え支援学級に在籍していたた

め、中学校も支援学級と判断された生徒である。中学

入学時は出来ないことがあまりにも多く、泣いてば

かりいたそうだ。先輩教員たちはそんな彼を温かく、

辛抱強く、愛情を持って接してきた。今では泣くこと

も激減し、学習面では遅れを感じながらも、大人と対

等に話す彼を見ていると、一体なにが彼の中に起こ

っているのだろうと考えさせられる。おそらくとて

も長い間、生きづらい思いを経験してきたと思う。こ

の先、彼が一般の仕事に就いた時、周りの人間は最初、

障がいに気付かないであろう。だがしばらくすると

分かるであろう。ちょっとしたメモや暗算をした時、

「ああ、そうか」と。いまだに障がいや特性を遠巻き

に引いて見る人間はとても多いと感じる。障がい者

はマイノリティであり、少数派というのは大きな社

会では畏怖の対象となるからだ。障がい者の特性と

それによる生きづらさを理解し、それを理解しない

もしくは受容できない定型発達の人々にも配慮する

のが私たち特別支援学級の担任団の仕事だと思う。

私たちはいわば二つの世界を行き来することができ

る「ミディアム＝間に立つ者」である。話を担当の男

子生徒に戻すが、つい先日もクラスメイトとトラブ

ルを起こし、初めて彼を個別指導した。「最近なにか

あった？」と静かに声を掛けると家庭での不満、進路

への不安、友達への思いなどを一気に話してくれた。

彼の背負っている過酷な運命が重かった。やっとひ

とこと「あなたが希望の高校へ行くために一緒に頑

張ろう！だから暴力と暴言はだめだよ」と伝えた。小

さくうなづいた彼は翌日また後輩男子と言い争った

が、私が目を見て「約束は？」と言うとブツブツ言い

ながらその場を去った。その背中を見ながら心の中

で「やっぱりやっかいだ、でも楽しい」とつぶやいた。

 

１０月月間カンファレンスをふりかえって 
ミドルリーダー養成コース 2 年/高浜町立高浜小学校   今井 悠介

 教職大学院での学びも残すところ数か月になり、

いよいよ長期実践報告として実践をまとめていかな

ければならない時期になった。この２年間、実践と省

察をくり返しながら探究を進め、その都度記録して

足跡を残してきたつもりではあったが、それらをつ

なげまとめていくことは、なかなか難しい。しかし、

学校における探究活動の実践および私自身の探究の

総仕上げとして、最後まで頑張らねばという思いで

日々過ごしている。 

 この２年間の月間カンファレンスに参加すること

で、毎回新たな気付きや視点を得て、学びを深めるこ

とができていると実感している。今回は、１０月の月

間カンファレンスの振り返りとして私自身の学びを

まとめたいと思う。 

 今回のテーマは、「新たな同僚を支え、世代を超え

て学び合う」である。まず、県立藤島高校の鈴木先生

の報告を聞いた。藤島高校において、教員による学び

の自主組織「すずかけＡＧＯＲＡ」を立ち上げ、年齢

や経験年数を問わず、主体的に語り合い学び合う組

織を形成されていることに深く感銘を受けた。「すず

かけ＝プラタナス」「ＡＧＯＲＡ＝広場」というネー

ミングは、高尚さを感じつつも温かい印象を受け、私

の頭の中に残った。中身(取り組みや実践)が大切な

ことはもちろんであるが、ネーミングの重要性も感

じた。すずかけＡＧＯＲＡは、集合型で、またはイン

ターネット(グーグルクラスルーム)を活用して活動

されているそうである。毎回テーマを設定し、興味関

心のある教員が集う。そこでは生徒の未来を語るこ
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とで、教師自身の人間観や教育観を磨いていく。得た

学びはデータとして記録し、全教職員で共有できる

システムとなっている。語り合える安全性が保たれ、

藤島高校の教員組織の潤滑油的な存在として位置づ

いているとのことである。 

 すずかけＡＧＯＲＡのような主体的な学びのコミ

ュニティは非常に意義あるものと思う。しかし、こう

いった学び合う組織を新設するには、多くの労力や

悩みがあったのだろうと想像する。私の勤務校では、

そのような自主的な大きな組織は存在していないし、

立ち上げようとしても様々な障壁があり、簡単には

進まないだろうと思う。今回の報告を聞き、藤島高校

にとってのコミュニティの存在意義を理解すること

ができた。私の勤務校でもそういった組織が必要な

のかを考えるきっかけになった。 

  その後のグループセッションでは、ここ２年間の

実践のふり返りを行いながら、グループメンバーに

報告した。昨年度の６年生における「コドモノアスケ

ン(コドモノ明日研究所)」や、今年度の４年生におけ

る「アンミラ(安心安全 未来プロジェクト)」の活動

実践を語り、グループメンバーから意見をいただい

た。その中で、自分では気づくことのできなかった新

たな視点を得ることができた。高浜小学校では、地域

団体「高濱明日研究所(アスケン)」との協働で探究活

動を進めている。ここ数年で、高学年が前年度の活動

を継承しながら、新たな活動にもチャレンジしてい

くという流れができている。地域団体のアスケンと

学校が協働しながら、全体では１つのコミュニティ

として成り立っている。すでに強力なコミュニティ

の中に私たちがいるということである。 

  また、本校では、校内教員の一人一人が実践報告を

書いて語り合う校内カンファレンスを年に２回実施

している。この場には、校内教員の他に、教職大学院

のスタッフの方々や、高浜小学校に入学してくるほ

とんどの子どもが通っている、公立認定こども園「ｃ

ｏｃｏｋａｒａ」の先生方にも参加していただき、小

グループに分かれて語り合っていただいている。こ

のように、１人の実践を校外の方も含めて多くの方

が語り合うコミュニティが存在していることも、今

回のカンファレンスの中で捉え直しをすることがで

きた。 

  藤島高校のすずかけＡＧＯＲＡの取り組みを聞い

ているときには、何か新しい組織や取り組みを創っ

ていくことが自分に求められていると勝手に思って

おり、それが叶っていない自分自身へのふがいなさ

や力不足感みたいものを何となく感じていたように

思う。しかし、その後のグループセッションにおいて、

組織を立ち上げることが重要なのではなく、そもそ

も存在の必要性があるか、探究が継続できる組織な

のかをよく考えることの重要性を感じた。そして、改

めて捉え直してみると、私の学校にはすでに実践コ

ミュニティが存在しており、その中には自分自身が

いるということを認識することができた。それは、今

回のカンファレンスのテーマである「新たな同僚を

支え、世代を超えて学び合う」ことにも直結している。

すべての同僚がこのコミュニティに属しているから

である。だから、私自身の場合、新たなコミュニティ

を創ることが必要なのではなく、まずは今あるコミ

ュニティを見つめ直し発展させていくことが大切な

のだということに気づいた。それが、今回のカンファ

レンスでの学びである。 

 

「対話」を通して協働で学ぶ 
学校改革マネジメントコース１年（１年履修）/福井市清水中学校  川﨑 多花子

昨年度の 1 年履修事前講習を含めると教職大学院

で学び始めて 1 年半が経った。毎回メンバーを変え

てのカンファレンスで、自分の知らない世界を知っ

たり、自分を見つめ直したりと、いろいろな刺激を受

けている。 
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１０月に行われた合同カンファレンスでは、若手

教員の育成や協働で学ぶ実践を聞くことができた。

自由参加であり、開催時間を３０分に設定した若手

の会「クレリア会」を発足し、参加する若手教員の聞

きたいこと、知りたいことをテーマにすることで、こ

の会を身近なものとして感じてもらうよう工夫した

ことなど、具体的な内容であった。教員が協働で授業

研究し、学び合っていく実践であり、興味を惹かれた。

特に印象に残ったのは、実践前後の教員の変容であ

る。この会に参加し、協働で授業研究をしたことがき

っかけで、他の教員に相談するようになったり、他校

へも学びに行くようになったりと、協働的な学びに

積極的に取り組むように変容したことが素晴らしい

と思った。 

続いて、各自の実践を話し合った。午前のグループ

では、ミャンマーから教職員大学へ学びに来ている

教員から日本の教育の素晴らしいところを自国でも

取り入れたいという話を聞いた。日本の教育の素晴

らしさを実感するとともに、ミャンマーで行われて

いる教育の素晴らしさも知ることができた。ミャン

マーでは、小学校から高校までの教員で会議をする

など、今の私たちが目指している異校種連携が活発

に行われている。また、子どもたちは教員がついてい

なくても、全員が静かに自習できるなど、学習に対す

る意欲がとても高い。本校でも異校種連携を積極的

に進め、子ども達への理解を深めていきたいと感じ

た。 

私は、研究主任の立場であり、協働で学ぶ研究会を

目指していることを話した。本校の研究主題である

「自律し協働しながら高め合う生徒の育成」を目指

し、今年度から生徒の姿を軸にして小グループでの

話合いを続けている。授業では、教員がファシリテー

ターとして生徒の思いをつないでいくことが求めら

れている。授業でも研究会でも、協働で学び合うため

に、教職員大学で知ったファシリテーターを校内の

研究会でも導入している。本校ではファシリテータ

ーの経験が少なく、ファシリテーターという言葉も

浸透していなかった。そこで、1学期の前期指導主事

訪問では、教職大学院から 4 人の先生を招いて、研

究会でファシリテーターの役割をしていただいた。

実際に話し合いで意見をどんどん繋いでいく姿を目

の当たりにして、ファシリテーターの役割や重要性

をどの教員も実感したようであった。カンファレン

スでは、これからどのように進めていくと、より積極

的に協働で学べるのか考えていることを話した。話

し合う中で、小グループになると自然に年長者がフ

ァシリテーター役になっていることを実感した。そ

こで次回からは、若い教員も含めた教職員全員にフ

ァシリテーターをしてもらう工夫をしようと考えた。

また、校内研究会の後に全員が意見を書いて共有し

ている学校があることを知った。本校では話し合い

の後グループごとに発表していたが、全員に感想を

書いてもらうことを取り入れたい。そして、研究授業

の指導案検討会で、他教科の指導案に対して意見を

言いにくく、研究が深まらないことも相談した。教科

の専門的な話題を中心に持ってくるのではなく、生

徒の姿を中心に話し合うと研究が深まるというアド

バイスをもらった。例えば、「目的は何か。」「どん

な子どもを目指しているか」など、子どもを中心に考

えるというのが本校の取組にも合っており実践して

いきたい。 

午後からのグループで、私のほかにファシリテー

ターのことを話題にした方がいた。ファシリテータ

ーを難しいと考えている教員が多く、グループによ

って、話し合いの盛り上がりに差があること、ファシ

リテーター役をした多くの教員が、これでいいのか

不安に思っていることが悩みであると聞いた。。私と

同じようなテーマであったが、午前と異なるメンバ

ーとカンファレンスで話し合う中で、改善点として、

課題を事前設定、質問の視点の提示、共感したところ

の発表などがでた。 

教職大学院でメンバーを変えながら、それぞれの

実践や悩みを話し、一緒に考えることで自分の世界

が広がっていき、考えがまとまることを実感した。 
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楽しさと辛さ 
学校改革マネジメントコース１年（１年履修）/福井県教育総合研究所   巻下 健太郎

教職大学院に入学して半年が経ち、カンファレン

スに参加してもちらほら顔見知りが増えてきた。グ

ループ協議では新しい出会いがあり、自分に備わっ

ていなかった視点を得ることも楽しみの一つだが、

お久しぶりですという人のその後の話を聞くのも楽

しみの一つである。あのとき悩んでいたけどその後

どうなったのか、実践の途中だったものがどういう

結末を迎えたのか、聴きたい、話したいことは山ほど

ある。多くの人とは一期一会であるが、縁あってか再

びおなじテーブルを囲むことになった人たちのその

後について書いていきたい。 

毎月のカンファレンスでは様々な立場、境遇にあ

る人たちの話を聴き、考えを深め、ものの見方の幅を

広げている。その中でも今回はコミュニティの運営

の難しさ、人間関係の機微の複雑さについて多くの

ことを考えさせられた。 

コミュニティを運営するにあたっての自分の立場、

人間関係の機微、集団としての発展性など様々な点

に悩み、試行錯誤の渦中にある話を聞いて感じたの

は楽しそうだなという思いである。本人は苦悩の真

っ只中にあり、しかも、この話は以前に聞いた話のそ

の後である。つまり、相当に長い期間、もがいている

実践の記録なのである。しかも、時間的な終わりが見

えてきたのに、内容的な終わりが見えないという本

人にとっては如何ともしがたい状況なのであり、一

言で言うと「辛い」とのことである。 

当事者としては確かに「辛い」ことは確かだと思う

が、そういう時期を通り過ぎてしまった身としては

うらやましいと感じる。仕事をしていく上では、意見

や方針の相違による小競り合いや、自分の想いを飲

み込んでの業務遂行などは日常茶飯事である。その

一つ一つに拘っていては何も始まらない。この拘れ

ないという点に自分は辛さを感じることが多い。一

方、先の彼はあっちにぶつかり、こっちにぶつかりで

前に進めないという状況に辛さを感じている。この

差はどこからくるのだろう。 

立ち止まって考える時間が十分にあると辛い、立

ち止まって考える暇も無く時が流れていくのが辛い。

この差を自分になりにこう考えてみた。どちらにも

共通するのが「考える」である。しかし、これをもっ

て人間の営みは探究的だなどと片付けてしまうのは

つまらない。何事かについて必死に考えている人間

は辛さを伴っている。それは端から見ている人間は

そこから楽しさを感じ取る。では、自分を客観視すれ

ば辛さの中に楽しさを見出すことができるのか。お

そらく答えは否である。辛いほど考えているという

ことは客観視するなどという選択肢はないのである。

ひたすらに現実と向き合い、自分と向き合い、他人と

向き合い、その後を考える。その繰り返しの中で時々

の小さな光に喜び、新しく見つけた穴の深さにおの

のき、それでも降りていかずにはいられない。 

今、自分は他人事としてこの文章を書いている。文

章にしてみると、この考えるという終わりのない道

行きがとても楽しいもののように思える。この文章

を読まれている皆さんにもその思いは共有してもら

えるのではないだろうか。人の不幸は蜜の味などと

いうことではない。何事かに向かって考え、行動する

人の姿を見るのは自分を勇気づけることになり、自

分もまた新たな道行きに戻ろうという気持ちになる

という点で楽しいのである。自分はこのように考え

ている。 

当然、自分には自分の道行きがあり、当事者として

は辛いことこの上ないのであるが、その姿が端から

見た人が楽しそうだと感じられるほどのものなのか

は問い直す必要がある。 

話を現実に戻すと、ついに長期実践報告の作成に

ついての話が出た。まさに、自分も深い穴をのぞき込

んでいる状況に立たされている。辛そうだなと思い

ながらも、降りずにはいられない誘惑に駆られてい

る。 
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当事者としての辛さ、傍観者としての楽しさこの

二つを撚り合わせる機会としても、これからのカン

ファレンスが楽しみである。自分の辛さを楽しんで

もらい、他者の辛さを楽しむ、そして、何かにたどり

着いたとき苦しさが楽しさに変わることを信じてい

る。 

 

 

同僚との対話が、私に気づきをくれる 
学校改革マネジメントコース２年/勝山市立三室小学校   酒井 範子

早いもので、１０月。暑い！熱い！夏季集中講座を

経て、秋の到来です。勝山の秋は、短いといわれてい

ます。秋に入ったかなと思うと、すぐに雪が降るので、

豪雪地域にぴったりの言葉です。それにしても、今年

は、くま・クマ・熊です。ほぼ毎日、緊急メールには、

熊の出没情報が入ってきます。我が家の近くにも、大

きな熊の糞がありました。家の敷地内に駐車場はあ

りますが、その短い距離でさえ危ないと家族が言う

ので、駐車したら猛ダッシュ！！で玄関に駆け込み

ます。勝山の秋を毎日、足でも感じています。 

さて、１０月のカンファレンスでは、グループの先

生方と語り、耳を傾けることで、自分事として考える

ことができました。そして、今、私のチャレンジした

いことが見えてきたように感じています。 

午前中は、「新たな同僚を支え、世代を超えて学び

合うことの意味」をテーマに、宮谷郁江先生 （岐阜

市立徹明さくら小学校）の実践発表がありました。徹

名さくら小学校が抱える悩みについて、宮谷先生は、 

・２０代と５０代の先生方で構成されることによる

年齢の二極化 

・授業向上のために学ぶ教員の意識の希薄化 

・新しいことへの拒否反応 

を挙げられました。さらに、宮谷先生は、「このよう

な状態を把握していたのにも関わらず、コロナを言

い訳にして、何もしてこなかった」とお話されました。

しかし、２年間という短い期間で、見事に学校を実践

コミュニティへと向上させていきます。お話を伺い、

宮谷先生の機動力と学校の課題に向き合う真摯な姿

に感銘しました。その一方、この素晴らしい力は、大

学院の学びが支えているからなのではないか？とも

感じました。なぜなら、私自身が、そうだからです。

大学院での学びが今の私を立ち止まらせてくれたり、

省察する機会を与えてくれたりします。ただ、残念な

ことに、私は宮谷先生のように、自分のやるべきこと

を明確にし、行動できていません。それでも、前述の

とおり、チャレンジしたいことはあるのです。 

グループセッションでは、校種を超えた先生方と

の対話が、有意義な時間でした。私の勤める学校では、

今、子どもたちの主体的な学びについて、語る・考え

る時間が増えています。昨年度までは、本校の文化と

して受け継がれてきた前年踏襲や教師が与え続ける

学習形態が主流だったのに、最近は、先生方が協働し、

変えていこうとしているようにさえ感じます。これ

は、研究主任を中心に、本校の小さなコミュニティを

生かし、対話を続けながら、学びあう価値を見出して

きた結果だと確信しています。それでも、どうやった

ら、子どもたちの探求心を呼び起こせるのか、「○○

を調べたいから時間をください！」と言ってもらえ

るのか、子どもに気づきをもたせる問い方が、分から

ずにいます。 

今、私にはチャレンジしたいことがあります。それ

は、地域財産を発信していく「探求」の取り組みです。

私の中には、構想？妄想かもしれませんが、こんなこ

とやりたいなあと企画案は次々に浮かんでいます。

また、「発信」や「探求」に必要な力についても、本

校の子どもたちを思いながら考えています。でも、そ

れはあくまで私の意見。実際、子どもたちは、自分た

ちが住んでいる地域のどの部分を発信したいと思っ

ているのか、分かりません。だから、近いうちに、教
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員と子どもたちで対話の時間をもとうと考えていま

す。大人の持っているベンチに、子どもたちをお迎え

して、子どもたちの思いを聞きたいと考えています。

そのために、今年度は、全校で総合や生活に取り組め

るように時間割を組みました。子どもたちの豊かな

アイディアや発送が、今から楽しみです。教師対教師

や、教師対子どもたち、そして、子どもたち対子ども

たちに、どんなやり取りが生まれ、探求に向かってい

くのか、様々なコミュニティに生じた学びのストー

リーをお伝えできるように励みたいと思います。 

 

教職大学院での学びが広がる喜び 
学校改革マネジメントコース２年/岐阜市立草潤中学校   中今 純一

１０月のカンファレンスを終えて、福井大学教職

大学院で学ぶ時間が、いよいよ残り半年を切りまし

た。長期実践研究報告の執筆に向けての説明もあり、

「そろそろ取り掛からないといけない…」と焦りが

出てきました。それと同時に、福井をはじめ全国の先

生方と一緒に学ぶ時間があとわずかだと思うと、寂

しくもなりました。 

１０月のカンファレンスは「新たな同僚を支え、世

代を超えて学び合う」をテーマにして、さまざまな先

生方のご実践を聞きました。その中でも、越前市立吉

野小学校の武藤先生は教務主任として、校内研究や

研修を進めるうえで、職員間の意識の差を埋めるた

めに日々、試行錯誤をされていました。私自身も同じ

教務主任として、多様な職員がそろう集団をどのよ

うにして成長させていけばいいのか、試行錯誤を繰

り返しているところであったので、武藤先生のお話

を聞いて共感する点が数多くありました。そのお話

の中で、「職員の意識の差を埋める」とは、具体的に

どういったことなのか？といったことが話題になり

ました。校内研修を例にとっても、やる気度の違いが

あったり、そもそも研修の必要性を感じていない人

もいたりと、職員の意識がバラバラの状態のなか、

「差を埋める」とはどういうことなのか…。均一化す

ることなのか、画一化することなのか、そもそも差を

埋める必要があるのか。職員間で意識の差があるの

は当たり前であって、差を埋めることに何の意味が

あるのか。先生によってやる気度は違っても、どの先

生も校内研修の目的と必要性を理解し、同じ方向に

ベクトルが向くことが大切ではないかと思いました。

そのための働きかけや仕掛けを考えていきたいと思

っています。 

昨年度の４月、福井大学教職大学院に入学した当

初は、対話を中心とした学びのスタイルに疑問を感

じていました。「対話をすることに何の意味があるの

か」とも思っていました。それが今では、対話を軸に

した学びのよさを実感し、校内の職員研修にもラウ

ンドテーブルを位置づけ、定期的に職員と対話を重

ねています。それにより、職員の同僚性が高まり、子

どもたちへの支援にも大きく繋がっています。そし

て先日、学校行事の「みんなでラウンドテーブル」を

開催しました。これは「草潤中学校の今と未来につい

て考えよう！」というテーマについて、生徒・保護者・

職員が一緒になって対話をしました。本校の生徒は

全員、不登校を経験していることもあるため、さまざ

まな配慮をしたうえで実施しましたが、ラウンドテ

ーブル終了後のアンケートには、「いろいろな人たち

の話が聞けて楽しかった」「最初は緊張したけれど、

話すことができてうれしかった」「草潤中学校のこと

を生徒・保護者・先生たちみんなで話し合えたことが

うれしくもあり、一緒に学校を創っていけると思う

とワクワクします」といった意見が書かれていまし

た。今回、とても好評だったので、来年度以降も実施

していきたいと考えています。 

福井大学教職大学院での学びが、私自身だけにと

どまらず、生徒や保護者、職員、そして学校全体にま

で広がっていくことにうれしく思うと同時に、教職

大学院で出会ったみなさんへの感謝の気持ちがあふ
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れてきました。福井大学教職大学院で学ぶ、残された

時間。改めて大切にしていきたいと思いました。 

 

 

経験をもとに学び合う 
学校改革マネジメントコース２年/福井県教育総合研究所   三上 勝

夏期集中講座を終え、慌ただしい９月を過ぎ、少し

落ち着いてきた 10 月。今月の月間カンファレンスで

は、夏期集中講座以降の実践をもとに充実した対話

をすることができた。 

「新たな同僚を支え、世代を超えて学び合う」のテ

ーマのもと、私は午前のセッションで若手教員研修

のクロスセッションにおける実践を発表した。 

この研修は、初任者・２年目・３年目の先生方が今

年度のこれまでの授業実践研究の記録をもとに小グ

ループで語り合い、傾聴する。小グループは同じ校

種・同じ教科の先生で編成し、その中に初任者・２年

目・３年目の先生が１名以上入るように考慮したも

のになっている。私はファシリテーターを務め、話し

手には実践記録をもとに自分の言葉で実践を発表す

ること、聞き手には自分の実践を思い出しながら傾

聴し、学んだことや聞きたいことを話し手に返すこ

とを確認してクロスセッションを進めていった。 

毎年このクロスセッションでは、３年目の先生が

活躍する。後輩にあたる初任者・２年目の先生に対し

てこれまでの自分の経験をもとに授業実践について

のアドバイスをする。そのアドバイスも児童・生徒の

学びを踏まえた的確なものが多い。３年目の先生が

先輩として後輩を支える姿を見ることができ、ファ

シリテーターであった私はとても頼もしく感じた。 

受講した先生の振り返りを見ると、「同じ初任者の

実践だけでなく、先輩方の実践内容を聞くことがで

きてよかった」（初任者）、「初任の先生の話を聞い

たり、ファシリテーターの先生のお話を聞いたりし

たことで、今一度自分の実践を振り返ることができ

た」（２年目）などがあり、この研修において教職経

験をもとに世代を超えた学び合いが行われていたと

実感した。 

今日、若手教員をどのように育成していくかが課

題となっている。この課題を解決するためには世代

を超えた学び合いが大切である。今回のカンファレ

ンスでの岐阜市立徹明さくら小学校の宮谷先生の実

践発表をお聞きし、私はとても感銘を受けた。若手教

員を育成するためには校内研修を改革することが必

要である。宮谷先生の実践からベテラン教員の力を

最大限活かし、若手教員の育成するための実践コミ

ュニティづくりを学ぶことができた。若手教員を育

成するためにベテラン教員の経験は大きな武器にな

る。ベテラン教員をコミュニティに巻き込み世代を

超えて学び合うことで若手教員はたくさんの学びを

得ることができる。また、ベテラン教員にとっても若

手教員からよい刺激を受けることができる。このよ

うな実践コミュニティを創ることが校内研修の目指

すべき姿である。今後の私の実践にも活かしていき

たい。 

午後のセッションでは、それぞれの学校組織の現

状とその課題について、実践コミュニティの視点か

ら対話をした。その中で２人の先生から県のマネジ

メント研修の受講が大きな転換になったことをお聞

きした。私は現在、このマネジメント研修を担当して

いる。担当している者とすればとてもありがたい言

葉である。マネジメント研修は経験をもとに学び合

う研修である。今後も教職大学院で学んだことをも

とに学び合う研修を企画し、運営してきたい。 

今月の月間カンファレンスを受講し、「新たな同僚

を支え、世代を超えて学び合う」ことの大切さを改め

て知った。今後もしっかりと学び合えることができ

るように、さまざまな経験を積んでいきたい。
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入試説明会のお知らせ 

 

福井⼤学⼤学院・連合教職⼤学院 〒910-8507福井県福井市⽂京3-9-1 TEL.0776-23-0500（代表）

E-mail ︓ g-nyusi@ad.u-fukui.ac.jp
電 話 ︓ 0776-27-9927
福井⼤学学務部⼊試課

福井⼤学連合教職⼤学院
⼊試説明会

教員免許取得プログラム
（推薦選抜を除く）

授業研究・教職専⾨性開発コースの⼊学者で、教
職に対して強い意欲を持った者に、⼩学校、中学校、
⾼等学校（取得出来ない免許もあります。）⼜は特
別⽀援学校の教育免許取得の道を拓くものです。

授業料は、通常の２年分の授業料を３年間で分割
納⼊することになります。

募集要項を
入手できま
す！

12/17
令和６年度 第１回⼊試

令和５年

出願期間 : 令和 6年 1⽉15⽇(⽉)〜 19⽇(⾦)
試験⽇ : 令和 6年 2⽉ 3⽇(⼟)
合格発表 :  令和 6年 2⽉14⽇(⽔)

⽇ 13:00-

出願を考えている⽅、関⼼のある⽅は、
お気軽にご参加ください。
※参加希望の⽅は、以下のURL⼜はQRコードから

申し込んでください。
https://www.ocans.jp/u-fukui?fid=FCLWXat7

申込受付期間
令和 5年10⽉ 2⽇(⽉)〜12⽉ 8⽇(⾦)

教職開発専攻
授業研究・教職専⾨性開発コース

ミドルリーダー養成コース
学校改⾰マネジメントコース

※オンライン（Zoom利⽤）により開催します。

13︓00からの全体説明のあと、
概ね14︓00から個別相談となります。

過去問を
入手できま
す。

令和６年度 第２回⼊試
出願期間 : 令和 6年 2⽉15⽇(⽊)〜 21⽇(⽔)
試験⽇ : 令和 6年 3⽉ 2⽇(⼟)
合格発表 :  令和 6年 3⽉14⽇(⽊)

 事務連絡 
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Schedule              
11/18 Sat.      月間カンファレンス A 日程、 11/25 Sat.    同 B 日程 / 東京ラウンドテーブル 
12/23-25       冬期集中 a 日程、       1/5-7        同 b 日程  
1/31            長期実践研究報告締め切り 
2/4 Sun.         長期実践研究報告会 
2/17,18       実践研究 福井ラウンドテーブル 2024 Spring Sessions 
3/14            運営協議会 

 

 

【 編集後記 】 
ようやく秋めいてきたと思ったら、もう冬間近といった時季になりまし

た。１７６号では、院生さんのインターンシップ先での授業実践の記録

が数多く掲載されています。その記録には、授業づくりに試行錯誤を繰

り返しながら、悪戦苦闘している姿が描かれています。しかしながら、

そこには教職大学院での学びを確実に活かしながら、理論と実践の往還

に挑戦する姿があります。また、そんなストレートマスターの院生さん

からの報告に刺激を受け、これまでの自分の実践の意味や価値を省察

し、新たな教師の学びを展望しようとするミドルや学校改革マネジメン

トコースの院生さんの報告もありました。１０月のカンファレンスのテ

ーマであった「新たな同僚を支え、世代を超えて学び合う」を実感する

編集となりました。（I.O） 

Newsletter は、教職大学院に関わる皆様の協力で作られています。 

修了生の皆様もご自身の実践や近況について投稿してみませんか。 

関心がある方は、dpdtfukui_nl@yahoo.co.jp までご連絡ください。 
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